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校歌・校章の由来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌の由来 

本校の校歌は，大正５年立大使礼奉賀式（後の昭和天皇が正式に皇太子になった式典）を記念して

制定されました。 

歌詞は竹柏会を創設し明治の代表的歌人佐佐木信綱に，作曲は文部省の音楽調べ所（東京芸大の

前身）出身の幸田延に，それぞれ依頼したものです。幸田延は文豪幸田露伴の妹で，当時としては

珍しい音楽留学をした才媛でした。校歌の冒頭二小節は調こそ違うものの，延の弟子で滝廉太郎

の「荒城の月」のそれと同じものです。 
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校章の由来                    

校章は，「裏桜」と「鏡」とで構成されています。 

裏桜の方は，堅実，謙譲，優雅,清潔を意味し， 

鏡の方は自らを照らすという，自省，明快，努力を 

意味します。 

 


